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 今回は、2 次元 DWT により、一般的なオクターブ分割と呼ばれる分割方法ではなく、一








り率 32％まで許容した通常の場合では 6[bit]（＝64 対）の透かし情報を確実に検出すること
ができる。 
3 方式（従来方式、バイポーラ方式、バイポーラ方式に改良を加えた提案方式）で透かし
埋め込みを行った複数のテスト画像に対して、5 種類の基本的な攻撃（有歪み圧縮（JPEG）、
白色雑音の付加、クリッピング、ガウシアンフィルタ、メディアンフィルタ攻撃）の耐性を
検証した。その結果、従来方式に比べ、バイポーラ方式と提案方式は、JPEG 圧縮攻撃では
約 5%～10％の性能向上し、ガウシアンフィルタ攻撃では約 40％の性能向上が確認できた。
さらに、白色雑音付加攻撃では、提案方式は、バイポーラ方式よりも約 7％の性能向上を確
認することができた。 
 
